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「図書館運営の評価と指標」
2019 年度中堅職員ステップアップ研修（１）

領域２A③

豊中市立庄内図書館

西口 光夫

本日の内容

Ⅰ.図書館評価システム策定の経緯

Ⅱ.豊中市立図書館 図書館評価システム

PDCAのあゆみ

Ⅲ.豊中市の図書館活動（年報）の改訂

Ⅳ.さいごに

豊中市の概要

� 人口約40万人の中核市

� 昭和20（1945）年

市立図書館開館

� 高校野球・高校ラグビ
ー・高校サッカー発祥
の地

図書館評価システム策定の経緯

策定の経緯

図書館協議会
平成16（2004）年 行財政改革の中で広く運

営のあり方を諮問

平成17（2005）年3月提言
「これからの豊中市立図書館の運営のあり方に
ついて」

� 現状においては、指定管理者制度はなじまな
いとする

� 一方で、自己点検・評価、外部評価の必要性
を指摘

図書館協議会小委員会

� 当初協議会委員数人と地域図書館長（2名）程度から、委
員の方々から地域実態を理解している現場の職員の参加
を求められ、職員４名も参加する小委員会で素案作成。

※9月、11月、2月に図書館協議会開催

回数 開催日 内容

第1回 平成18（2006）年5月10日（木） 図書館評価システ
ムのあり方につい
て

第2回 平成18（2006）年6月13日（火）

第3回 平成18（2006）年7月29日（木）

第4回 平成18（2006）年10月13日（金）

第5回 平成19（2007）年1月25日（木）

第6回 平成19（2007）年3月22日（木）
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公立文化施設における政策評価等のあり方
に関する調査研究 平成17（2005）年

� 財団法人地域創造

� ４つの評価軸
� １.設置目的・使命の達成状

況に関する評価

� ２.運営・管理状況に関する
評価

� ３.経営状況に関する評価

� ４.派生的効果に関する評価

� 1・2・3は公共性・政策的有
効性、効率性－館長

� 4は直接サービスを担う職員

評価システム 初版

評価システム 第14版 評価システム 第25版？

「豊中市立図書館における評価のあり方について」

平成19（2007）年6月 提言

職員も参画した小委員会を素案を作成。

実践的な自己点検が可能となる自己評価システム

の構築

○システム更新／平成21（2009）年3月に反映

統計項目の追加・抽出機能

○行事統計の見直し

統計項目の追加（ツールの追加）

� 1歳ごとに出力/継続貸出冊数の出力

� 資料種別（大活字本など）の利用統計（年齢/館）

� Webページコンテンツのアクセス数

� 借りた資料がどこで返却されている

� 貸出冊数に占める予約資料の割合等々…
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行事統計表

豊中市立図書館 図書館評価システム

評価システムの運用～PDCAのあゆみ～

� 評価の基本的な考え方

� 平成21（2009）年度評価検討委員会

� 平成24（201２）年度評価検討部会
� 平成21-２３年度自己点検結果報告書

� 平成24年度図書館評価システム評価表ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ項目（23年度分）

� 豊中市立図書館中長期計画（グランドデザイン）

� 平成29（2017）年度評価検討部会
� 平成24-28年の自己点検結果報告書

評価の基本的な考え方

豊中市立図書館の理念・使命
（果たすべき役割）

ユネスコ公共図書館宣言・図書館
法・図書館の自由に関する宣言

図書館の地域特性や総合計画・各種計画・施策の基本方針を踏まえ

豊中市立図書館の基本目標の設定（１４目標）

豊中市立図書館評価システムによる図書館運営の評価の実施

外部評価の仕組み

� 豊中市立図書館評価検討委員会
� 平成21年度

� 委員定数：５人以内 任期:評価実施の期間 ３年周期の開催

� 図書館協議会委員(２名） 豊中市実施機関（政策企画部）

学識経験者（豊中商工会議所） 市民公募委員

� 全４回の開催

� 図書館協議会図書館評価部会（臨時部会）
� 平成24年度・平成29年度

� 委員定数:５人以内 任期:評価実施の期間

３年（→5年）周期の開催

� 図書館協議会委員（２名）

学識経験者（豊中商工会議所・ＮＰＯ法人）市民公募委員

� 全4回の開催

評価対象の文書

１.豊中市立図書館評価システム自己点検結果報告書

２.豊中市立図書館利用者アンケート調査報告書

３.豊中市他部局が実施したアンケート調査結果など

４.前3号に掲げるもののほか、図書館の運営状況に関

し、評価に必要な文書
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「豊中市立図書館評価システム」の体系

Ⅰ「経営・運営・管理状況に関する評価」 （大項目）

1.図書館として適切な経営が行われているか。
（中項目 －全５項目）

人材育成による職員の能力・資質向上 （小項目）

職員研修 （サービス指標）

Ⅱ「図書館の設置目的・使命の達成状況に関する評価」
（大項目）

1.市民が求める資料や情報を収集し、迅速・的確に提供できて
いるか。 （中項目 －全１０項目）

評価表（リーディング項目）の構成
＊人口30万以上の市区立との比較

項目 年度 合計 全館 岡町 蛍池 典拠
市区立
の比較
＊

評価内容（客観的変化/方向性等）
H22
評価

（１）経営・運営・管理状況に関する評価

1.図書館として適切な経営が行われているか。

人材育成による職員の
能力・資質向上

内部職員研修(豊中市の主催（図書館主催のものを含む）)

2
＆
3

-

【現状】

【今後の取組】

4

回数 23年度（目標） 50

22年度（目標） 50

22年度 45 ← ←

21年度 41 ← ←

20年度 46
← ←

19年度 32
← ←

人数

23年度（目標） 400

22年度（目標） 400

22年度 464 ← ←

21年度 440 ← ←

20年度 247
← ←

19年度 119
← ←

達成度

(受講者アンケ-ト）

23年度（目標） 70%

22年度（目標） 80%

22年度 82%

大項目

中項目

小項目

サービス指標

典拠

評価基準／典拠

参考として
（１） 小項目の経年変化の平均値との比較
（２） 全国平均値（全国人口30万以上の65～68市区（ただし、政令
指定都市は除く）との比較 各中項目のレーダーチャートを作成

典拠記号：1＝豊中の図書館活動 2＝各館からの聞き取り 3＝業務
統計 4＝その他（シンプライト等） 5＝図書館利用者アンケ-ト調査

評価 評価基準

４ 目標値を基準とし、当該目標値を達成した。

３ 目標値を達成できなかったが、当該目標値の８割以上は達成している

２ 目標値を達成できず、当該目標値の８割未満であった。

１ 取り組んでいない

豊中市立図書館評価システムのPDCA
（Plan-Do-Check-Act）サイクル

リーディング項目の設定

リーディング項目の
実施

リーディング項目の
自己点検

業務の改善・見直
し

図書館評価システムによ
る自己点検の実施

リーディング項目
の自己点検
毎年度、実施

図書館評価システムによる自己
点検　３年毎に実施

図書館評価システムによ
る業務の評価

図書館業務の見直し

C

A

P

D

A

C

D

図書館評価検討委員会による
「リーディング項目」に対する
外部評価　３年毎に実施

平成21（2009）年 評価内容

� 評価表（リーディング項目）全体
� 人口30万以上の自治体の平均値を加える

� 各項目の評価内容（客観的変化）の欄に【現状】【今後の取組】

� 大項目「経営・運営・管理状況に関する評価」
� 「人材育成のよる職員の能力・資質向上」に関する指標に「達成

度」を追加

� 「図書館の情報発信・PRは十分になされているか」の小項目にに
認知度を加え、指標としてアンケートの調査結果の「認知度」

� 大項目「図書館の設置目的・使命の達成」
� 「高齢者・障害者および外国人の読書環境づくりをすすめている

か」の小項目「対面朗読」の指標として「ボランティア参加

人数」追加

研修報告書フォーマット
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平成21（2009）年 評価結果

� リーディング項目以外の評価
� 図書館を利用したことがない人へのPR不足

� 図書館設備（駐車場・自習室…）

� 図書館の地域性（高齢化）

� 社会ニーズに対応した図書館（デジタル化）

� まとめ
� 各項目の評価はせずリーディング項目とリーディング項目全体

で評価をおこなう

� 初めての試みなので達成目標値に対する評価に至らなかった

� 評価項目が多岐にわたる→改善と見直しに取り組む

平成24（2012）年 評価内容

� 評価表（リーディング項目）の妥当性の評価
� 測定可能な量的指標と評価内容欄の記載内容で評価する。

� 新たに実施したサービスは項目を追加・修正し見直す。

� 新規／修正指標（十数項目）
� 「市民への図書館サービスのPR」→「市民への図書館サービ

スの情報発信・PR」に変更、指標として「登録追加データ件
数（新聞記事・」レファレンス）」を追加

� 達成目標の妥当性の評価
� リクエスト件数、高齢者への資料提供（是正）

� 市民との協働の取組み（会議開催回数？）

平成24（2012）年 評価結果

� 全般
� 短期的・長期的な展望のもと実施の優先順位を定める

� 図書館PR（レファレンス；評価が高いのに知られていない・・・）

� 大項目「経営・運営・管理状況に関する評価」
� 研修成果の提示／蔵書構成の改善（古い：アンケート）

� 市民の参画「◎」 息の長い協働を

� 大項目「図書館の設置目的・使命の達成状況に関する評価」
� 社会ニーズへの対応（デジタル化、デバイス対応、デジタルディバイト）

� 他自治体との連携（近隣自治体との広域利用）

評価基準変更／当時の課の課題に対して

評価 評価基準

５ 業務目標指標の1割以上超えた

４ 業務目標指標以上だった

３ 業務目標指標の７６％【（貸出冊数の全国平均）に対して】以
上であった。

２ 全業務の目標指標の７５％以下であった

１ 取り組んでいない

※学校図書館との連携について
「とよなかブックプラネット事業（学校図書館と公共図書館の蔵書を

一体的かつ効果的に活用する環境を整備することにより、児童生徒の読
書活動を促進し、自ら学ぶ力を育成することを目的とする事業）」
→「学校図書館の司書」の育成を担うのは？

豊中市立図書館中長期計画（グランドデザ
イン）の策定・進捗管理の必要性

� 行財政改革の仕上げ （および市有施設有効活用）
� 「新・豊中市行財政改革プラン（新大綱達成プラン）」15の「特定事業」

� 目標年度 平成32（2020）年 「特定事業の見直しについて」とりまとめ

工程・実施事項を明らかにし市全体として進行管理し公表

コスト削減とサービスの維持向上を同時にめざす

→ グランドデザインを描く約束

グランドデザインの進捗管理

豊中市立図書館中長期計画（グランドデザイン）策定

目標年度H35年

→進捗管理のしくみづくりが必要に

� 政策評価/事務事業評価、教育に関する点検評価、各分野別計
画の評価等、行政評価の作業が年々緻密に

� 「豊中市の図書館活動」（年報）・図書館評価システム・中
長期計画(グランドデザイン)の進行管理をどのように組み合
わせシンプルにするか・・・という課題に直面
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図書館評価作業の簡略化

� 豊中市立図書館中長期計画（グランドデザイン）の
目標年度までは、グランドデザインの進行管理を優
先させる

⇔図書館評価システムの経験を活かす

全方位から 優先順位の明確化へ

� 評価の指標類については、数値として把握し、年報
「豊中市の図書館活動」の統計資料編に掲載する

（自己評価分析作業（報告）を省力化）

� 外部評価のアンケート実施年度の見直し（3→5年）

平成26（2014）年
豊中市立図書館中長期計画（グランドデザイン）

豊中市立図書館中長期計画（グランドデザイン） 平成2９（201７）年 評価内容

� 評価項目の妥当性の評価
� 利用者だけでなく地域にどのように貢献しているかという点

� 評価項目簡素化の承認（グランドデザインの優先）

� 評価項目を一律に全館にあてはめる評価方法への疑問

� アンケートの自由記述を基にした定性評価

� 評価項目達成目標の妥当性の評価
� 項目によっては全国的数値がない／新規事業の数値？

� 定性的評価や評価項目以外の既存データの活用→多角的評価

� 評価項目及びアンケートから見える課題の評価
� 使命と設置目標と図書館活動の評価の分離に留意

� 利用していない潜在利用者を視野に入れた評価軸

平成29（2017）年 評価結果

� 評価項目及びアンケートから見える課題の評価
� 使命と設置目標と図書館活動の評価の分離に留意

� 利用していない潜在利用者を視野に入れた評価軸

� 潜在的利用者への広報の弱さ

� 協働する各団体のネットワークを生かした広報

� 地域に対する貢献（影響力）の可視化（図書館外データの活用）

� 評価項目の達成状況の評価
� 概ね「3」以上の評価／取組みを市民に浸透させる（継続課題）

� まとめ
� 事業の多様化→評価の細分化に歯止め

� 図書館サービスのPR（諸サービスの目的）

新評価項目表（指標の削減・変更）
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評価システム実施のポイント

� 目指すべき図書館像の明確化、使命を達成するため
の目標管理を行う

� ＰＤＣＡサイクルに基づき、業務改善につなげる

� 図書館運営の中で、優先順位を反映し、資源の最適
化を行う

� 自己点検・評価として振り返り、目標や課題を職員
全体で共有する

� 外部評価として客観性を保ち、住民の視点を反映す
る

� 評価結果を公表し、市民や関係団体、行政他部局と
情報共有する

図書館評価システムにおける課題

� アウトカム指標による評価の構築

� 全国的に比較可能な指標の構築

� 行政評価との連動

� 継続実施していくため、統計等を改善し効率的なシ
ステム運用を行う

外部評価として特に

� 市民の継続的な意見反映

� わかりやすさの工夫

前半まとめ

� 評価システムに完成形はない

� 図書館内部はもちろん、(庁内・議会)市民に
とって図書館の使命や目指すべき方向性と
その達成状況を共有出来るようなものにし
ていきたい

豊中市の図書館活動（年報）の改訂

おさらい
� 「これからの豊中市立図書館の運営のあり方」

平成17（2005）年3月

� 「豊中市立図書館における評価のあり方」
平成19（2007）年6月

� 「豊中市立図書館評価システム」導入
平成20（2008）年

� 「外部評価」3回実施
平成21（2009）・24（2012）・29（2017）年

豊中市の図書館活動

年次報告書

議会・市民・視察者等に

対して図書館事業を説明

する基本資料

この資料を「誰にとって

もわかりやすく・みやす

い」ものにすることが図

書館をPRし経営の透明

性を高める！
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改訂作業

� 平成14（2002）年度版 発行：平成15（2003）年10月

� 平成17（2005）年度版 発行：平成19（2007）年1月

� 平成18（2006）年度版 発行：平成20（2008）年2月

� 平成19（2007）年度版 発行：平成20（2008）年8月

� 平成20（2008）年度版 発行：平成21（2009）年9月

� 平成30（2018）年度版 発行：令和元（2019）年9月

改訂（例）

� （中央館）館長のことば

� 基本目標、理念に沿って事業を実施しているか。ま
た行う事業はどの基本目標、理念に沿ったものか。

� アウトプット（統計数値）と事業報告を分冊

� この数値の意味、背景は・・・

� 年表の見直し

� 図書館の「今」伝えたいことはなにか？
� 重点課題に関する報告、トピックス

� 市民協働、リプレイス、70周年…

さいごに

図書館評価

� 図書館全般の活動ならびに運営の実態について、点検な
らびに測定し、その存在意義、機能の発揮状況、目標の
達成具合について判断すること（図書館情報学用語辞典 第４版）

� 今自治体では、『計画』と名がつけば『評価』がセット
となっている。効率的・効果的に事業が行われているか
などを常にチェックする状況にある。図書館に限ったこ
とではない。

� 図書館で事業実施する際には必ず使命・政策有効性・効
率性を考え、評価軸を考え実施、チェックする。

まとめ ～目標／年報～

� 目標を定め、経年変化や他市図書館との比較、分析をす
る評価システムに基づいて『自己点検・評価』を積み重
ねたことで、豊中の現在地を理解できるようになった。
図書館の仕事を俯瞰する機会を得る効果があった。

⇒実績・統計書の域を出ていなかった『年報』も変化。

１年間の事業（評価）報告書へ。

� 図書館の各事業・仕事の方向性が明確になり、図書館を
管理するから図書館を経営するという目が養われている
。

ご清聴ありがとうございました。


